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１.自己紹介

□ 氏名：佐々木寛太

□ 所属：日本OSS推進フォーラム 鳥瞰図WG リーダー
サイオステクノロジー株式会社 PS SLエンジニア

□業務経歴

■ SaaS系スタートアップ企業でエンジニア

■ つくばのIT企業でSI

■ 現職にてSI、自社AIサービスの企画、開発

□ 参加するOSSコミュニティ

■ 日本OSS推進フォーラム鳥瞰図WG

□ 技術領域

■ AI Agnet開発

■ ブロックチェーン

■ Webアプリケーション全般
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日本電気

大釜 秀作
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日本電気

羽鳥 健太郎
前独立行政法人情報処理推進

機構/小江戸らぐ

溝口 則行
独立行政法人
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倉持 智
株式会社アクティス

佐々木 寛太
サイオステクノロジー

中津 裕太郎 中村 桂一
NECソリューション

イノベータ

久恒 柊也
NECソリューション

イノベータ



□ 2012年5月
■ IT Leadersで「OSS鳥瞰図」が公開される

<http://it.impressbm.co.jp/articles/-/10007>

OSS鳥瞰図のはじまり

「様々な分野毎に多岐にわたるOSSを俯瞰的に把握できるように」という意図
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□ OSSの進化は急ピッチで、新たなソフトウェアが次々に生まれている

■ 日本OSS推進フォーラムのクラウド技術部会では、「OSS鳥瞰図」をリニューアルする作業を実施

■ 2014年以降、毎年更新を続けている

OSS鳥瞰図は日本OSS推進フォーラムへ

2017年のITLeadersでの記事※より

• 何らかの情報システムを構築する際に有用なのが、オープンソースソフトウェア(OSS)であることは論を要しません。

しかしOSSに長けたプロのエンジニアならともかく、あまり使ったことがない方々や企業には今なお敷居が高いのも事実。

選択したOSS次第ではトラブル続きのシステムになる可能性があるからです。

• OSSをプロモートする立場にある日本OSS推進フォーラムのクラウド技術部会では、

「OSSを活用するために参考となる分かりやすい資料を作ろう」

と考えました。検討した結果、メンバーのほぼ全員が知っていたIT Leadersの『OSS鳥瞰図』を最新版にしようという

ことになりました。IT Leaders編集部の許可を得て早速、クラウド技術部会として更新作業にとりかかりました。

※(IT Leaders 2017/2/15 OSS(オープンソース・ソフトウェア)  鳥瞰図2017年版【第1回】より抜粋)
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□ 基本方針
■ OSS利用者が、システムにOSSを採用・導入する際の手引きとなる情報を提供する。

■ OSS鳥瞰図を最新版に更新し、OSSの選定をより安心感をもって、かつ短時間にできるよう手助けをする。

■ OSSに関する先端技術情報、最新動向、日本国内事例等を広く集め、様々な形でOSSを活用する人たちに、
プラスとなる情報を提供する。

OSS鳥瞰図の狙い

安心 安全 安定

よく使われるOSS
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OLL Awards 受賞 – 鳥瞰図ワーキンググループ
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オープンソースライセンス研究所の
2024年度 OLLAwardsを受賞しました



OSS鳥瞰図の見方
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Githubリポジトリへのリンク

手元のデバイスで御覧ください



OSS鳥瞰図の見方

①
『年』ごとの更新（『年度』ではない）
(2017年以降)

①

クリエイティブ・コモンズ・ライセンス
CC BY-SA(表示—継承)
営利目的での二次利用も許可される

カテゴリ

サブカテゴリ

OSS

カテゴリ＞サブカテゴリ＞OSS
例)データベース＞RDBMS>MySQL

②

③

②

③
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□ 既存OSS
■ メンバで分担して各カテゴリの一斉見直し

■ 二人体制でのダブルチェックのうえ、一致点に関しては取り入れを
相違点を全体で議論し、取り入れを行っている

□ 新規OSS
■ 各カテゴリごとにメンバを割りあて、新規OSSを各自の手法でキャッチアップ

□ 掲載の基準点
■ GithubのStar数、Fork数を参照し、数値の高低に応じて取り入れを検討。

■ Openhubの活発度指標やStackOverflowやQiitaの記事数、Googleトレンドの傾向も参照とする。

■ 衰退傾向にあるかどうかは、直近1~2年のコミット状況をみて判断している。

□ 基準は情報を数値化して機械的に掲載をしていない。人の目が入るのでノイズを
コントロールすることができる。 客観的でない可能性はある。

どのようにOSS鳥瞰図を更新しているか
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更新に関して課題に感じていること

□ 基準が曖昧になってしまう
■ 仮想化、セキュリティ、DevOps領域など、enterprise領域で利用される分野のカテゴリはユーザー数・注

目度が高い

■ 一方でデスクトップ・組み込み系はユーザ数の偏りを感じられる。

■ カテゴリ横断で一律の指標を設定することが出来ない。そのため、基準をクリアに示せない。

□ キャッチアップするOSSが担当者の裁量により偏りが生じる
■ 既存OSSに関して、どのカテゴリにも精通しているメンバがいるわけではないので、

吟味されている/されていないカテゴリが生じてしまう。

■ 新規OSSのキャッチアップについても同様で、どうしてもキャッチアップできる領域の差が生じてしまう。

□ 掲載しているOSS、カテゴリ、サブカテゴリの増加
■ 現在掲載しているOSSやカテゴリが増えすぎて1年間でメンテナンスしきれなくなってきている

■ 特にOSSも日々変化していて、カテゴリを変更する必要があったり
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鳥瞰図「OSS数」「カテゴリ数」の推移
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まとめ

• クラウド,ビッグデータ,仮想化,AI,IoT,ブロックチェーン,⋯など先端技術はOSSとして発信されている。

• 年々OSSの数が増えてきているとともにカテゴリも細分化されている。

⇒多岐にわたってより多くのOSSが存在する状況がこれからも続くと考えられ、採用するOSSの選択肢が
増えてきている。(→ OSSの選定が難しくなっている)

• 後発のキャッチアップは難しいので、定期的なインプットをしていこう。
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カテゴリの対応スケジュール

月 対象カテゴリ

4月

5月 ファイル/メールサーバ

6月 Webサイト構築

7月 デスクトップ

8月 Web・AP サーバー、IoT・ブロックチェーン

9月 マイナーアップデート

10月業務アプリケーション

11月 AI

12月ビッグデータ

1月 データベース

2月 リリース予定

3月 OS、仮想化、クラウド

4月 セキュリティ

5月 運用管理

6月 開発支援



□ 新規システム構築時のOSS選定
■ カテゴリから目的に合ったOSSを素早く絞り込める

■ 類似OSSの比較検討の出発点として活用できる

□ 既存システムのリプレース検討
■ 現在利用中のOSSが掲載されているか確認し、代替候補を探せる

■ 衰退傾向のOSSを早期に把握し、移行計画の立案に役立てる

□ 技術トレンドの把握
■ 毎年の更新差分から、注目されている技術領域の変化を読み取れる

■ 新しいカテゴリやサブカテゴリの追加が、業界全体の動向を示す指標になる

OSS鳥瞰図の活用シーン
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□ 社内の技術研修・教育への活用
■ 新人エンジニアがOSSの全体像を効率的に学ぶための教材として活用

■ カテゴリ構造により、各技術分野の関係性を体系的に理解できる

□ 提案書・企画書作成時のエビデンスとして
■ 顧客へのOSS採用提案時に、第三者視点の信頼性ある情報源として引用できる

■ OSS選定の妥当性を社内稟議や上長への説明で裏付ける根拠になる

□ GitHubとの併用でさらに効果的に
■ 鳥瞰図で候補を絞り込み → GitHubでStar数・コミット頻度を詳細に確認

■ 部分更新版がGitHub上で随時公開されているため、最新情報をいつでも取得可能

OSS鳥瞰図をさらに活用するために
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□ 日本のコミュニティのため活動のハードルが低い

□ MTGは月1回の全体討議のみ

□ まずは鳥観図に関する新規追加、カテゴリ修正の提案をIssueから
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OSS鳥観図からOSSコントリビュート活動を始めてみませんか？
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利用イメージ



OSS鳥瞰図WG活動への参加

鳥瞰図へのご意見、フィードバックをお待ちしております。
鳥瞰図WGの活動にご興味がある方、ぜひご連絡ください。

この資料について：ka-sasaki@sios.com
鳥瞰図ワーキンググループWebサイト：https://ossforum.jp/index.php/choukanzu-wg/

OSS鳥瞰図 - GitHub
https://github.com/ossforumjp/oss-choukanzu
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